


年
　
表

年

　

代
　
一

一
八
六
九
明
２

一
八
七
〇
明
３

一
八
七

一

明
４

一
八
七
二
明
５

一
八
七
三
明
６

一
八
七
四
明
７

一
八
七
五
明
８

一
八
七
六
明
９

一
八
七
七
明
１０

一
八
七
八
明
１１

首
都
東
京
に
移
る

市
内
に
六
十
四
の
小
学
校
創
立

京
都
府
立
中
学
校
開
校

淀

・
亀
岡

・
園
部

・
綾
部
な
ど
の
諸
県
を
廃
し
新
し

く
京
都
府
を
置
く

日
本
最
初
の
女
学
校
―
女
紅
場

（府

一
女
の
前
身
）

開
校

・０

。
・７
　
本
校
は
第
四
番
学
区
上
鳥
羽
校
の
分
校
と
し
て

創
立
す
る
が
校
名
が
な
い

・
本
校
に
吉
祥
院
の
名
が
つ
く

９
　
四
条
大
橋
木
造
を
鉄
造
に
改
築

１１
　
新
島
襄
氏
同
志
社
を
創
立

9  2   9  8  57 4

府
師
範
学
校
開
校

福
知
山

・
宮
津

・
舞
鶴
を
京
都
府
に
編
入

京
都
―
大
阪
間
鉄
道
開
通

七
条
駅

（京
都
駅
）
木
造
で
完
成

西
陣
織
物
会
所
設
立

盲
唖
院
創
立

下
京
区
役
所
開
設

1    11 6

版
籍
奉
還

ス
エ
ズ
運
河
開
通

東
京
横
浜
間
電
信
開
通

７
　
廃
蕃
置
県

・
文
部
省
設
置

新
橋
え
東
京
間
鉄
道
開
通

太
陽
暦
採
用

学
制
発
布

徴
兵
令
公
布

紀
元
節
制
定

・
天
長
節
制
定

地
租
改
正

台
湾
征
討

８
　
中
央
気
象
台
設
置

２
　
一尿
都
―
神
戸
間
鉄
道
開
通

２
　
西
南
の
役
起
こ
る

・   ・  3  1   ・  12 9

日

本

と

世

界
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一
八
七
九
明
１２

一
八
八
〇
明
１３

一
八
八

一

明
１４

一
八
八
二
明
１５

一
八
八
三
明
１６

一
八
八
四
明
１７

一
八
八
五
明
１８

一
八
八
六
明
１９

一
八
八
七
明
２０

一
八
八
八
明
２．

一
八
八
九
明
２２

一
千
弐
百
余
円
を
以
て
旧
校
舎
の
北
西
部
に
四
間
に

十
二
間
の
教
室
を
新
築
す
る

一日,2万人の乗降を数えるl■鉄西大路駅

//  76  4

京
都
商
工
会
議
所
開
設

１１
　
〓只
都
株
式
取
引
所
設
立

視
学
制
度
を
制
定

び
わ
湖
疎
水
開
発
起
工

府
立
商
業
学
校

（
一
商
）
開
校

円
山
公
園
開
設

疎
水
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
着
工

上
下
両
区
に
高
等
小
学
校
創
立

市
制

。
町
村
制
公
布

今
熊
野
な
ど
二
村
を
下
京
区
に
編
入

第

一
回
京
都
市
会
を
開
く

９
　
教
育
令
発
布

・

自
由
民
権
運
動
さ
か
ん

明
治
二
十
三
年
に
国
会
開
設
す
る
旨
の
詔

勅
を
発
布

日
本
銀
行
設
立

独
嶼
伊
三
国
同
盟

内
閣
制
度
確
立

４
　
小
学
校
令
公
布

（教
科
書
の
検
定
制
実
施
）

・

標
準
時
定
め
る

・２
　
三
府
四
十
三
県
と
な
る

２

・
１１
　
大
日
本
帝
国
憲
法
公
布

・

日
本
最
初
の
経
済
恐
慌

第

一
回
府
会
を
開
く

上
京

・
下
京
の
両
区
誕
生

府
画
学
校
開
校

京
都
２
大
津
間
鉄
道
開
通

5 10
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一
八
九
〇
明
２３

一
八
九

一

明
２４

一
八
九
二
明
２５

一
八
九
二
明
２６

一
八
九
四
明
２７

一
八
九
五
明
２８

一
八
九
六
明
２９

一
八
九
七
明
３０

一
八
九
八
明
３．

一
八
九
九
明
３２

４
　
児
童
増
加
の
た
め
増
築
費
百
二
十
円
を
以
て
明
治
２７

年
の
新
教
室
の
東
側
に
連
接
し
て
三
間
を
増
築
す
る

８

・
３．
　
暴
風
起
り
新
築
及
び
増
築
校
舎
の
東
側
の
半
分

が
倒
壊
す
る

１０
　
校
舎
復
旧
す
る

３
　
雨
天
体
操
場
修
身
正
教
室

教
員
休
息
所
の
二
棟
及
男
女
二
個
の
使
所
を
新
設
す

る

― |

|

４
　
琵
琶
湖
疎
水
開
通

京
都
商
工
会
議
所
設
立

蹴
上
水
力
発
電
所

（
日
本
最
初
）
完
工

蹴
上
水
力
発
電
所
送
電
開
始

学
区
制
度
を
整
備

（上
京
二
十
八
学
区

・
下
京
三
十

二
学
区
）

京
都
電
気
鉄
道
会
社
設
立

平
安
神
宮
建
立

疎
水
第
二
期
工
事
完
成

（鴨
川
運
河
）

日
本
最
初
の
市
内
電
車
、
伏
見
え
塩
小
路
間
を
走
る

第

一
回
時
代
祭
を
行
な
う

４
　
一思
都
２
奈
良
問
鉄
道
開
通

市
内
電
話
開
通

帝
室
京
都
博
物
館
開
館

京
都
帝
国
大
学
開
校

府
立
京
都
図
書
館
開
館

内
貴
甚
二
郎
氏
初
代
市
長
に
就
任
、
市
役
所
開
庁

下
京
学
校
医
会
設
立

京
都
２
園
部
間
鉄
道
開
通

|

|
|
|

| 

―

10 6   6  5  5 10 1   9  2  1 7  1      4  38  1

・  5 10  ・  ・  10

教
育
勅
語
発
布

第

一
回
帝
国
議
会
開
か
る

米
騒
動
起
る

濃
尾
大
地
震

大
津
事
件

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
建
設

治
外
法
権
の
撤
廃
成
功

日
清
戦
争
起
こ
る

４
　
下
関
条
約
調
印

４
　
第

一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

（
ア
テ
ネ
）

５
　
一示
都
２
東
京
間
電
話
開
通

。
最
初
の
政
党
内
閣
成
立

７
　
改
正
条
約
の
実
施

（治
外
法
権
の
撤
廃
）

8  ・
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一
九
〇
〇
明
３３

一
九
〇

一

明
３４

一
九
〇
二
明
３５

一
九
〇
三
明
３６

一
九
〇
四
明
３７

一
九
〇
五
明
３８

一
九
〇
六
明
３９

一
九
〇
七
明
Ю

一
九
〇
八
明
４．

一
Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

　

Ｉ

・

―

４
　
国
定
教
科
書
の
使
用
開
始

８
　
午
前
二
時
桂
川
左
岸
提
防
破
壊
し
、
校
門
前
、

運
動
場
に
舟
が
浮
か
ぶ

２５
　
壮
丁
夜
学
会
発
会
式
を
開
く

１
　
義
務
教
育
延
長
実
施

８
　
私
立
女
子
家
庭
学
校
開
校
式
挙
行

３
　
学
校
建
築
費
徴
収
賦
課
方
法

（
一
銭
以
上
十
銭

以
下
毎
日
拠
出
し
三
ケ
年
間
に
壱
万
円
積
立
）
を
決

め
る

５
　
京
都
法
政
学
校

（
立
命
館
大
学
）
開
校

愛
国
婦
人
会
発
会

祭
日
休
業
日
を
制
定

（葵
祭

・
祇
園
祭

・
時
代
祭
の
当
日
）

下
京
区
役
所
移
転

（間
ノ
町
五
条
下
ル
）

４
　
京
都
市
記
念
動
物
園
開
国

岡
崎
公
園
開
園

京
都
府
庁
新
築
竣
工

（現
在
の
庁
舎
が
完
成
）

市
立
高
等
女
学
校

（堀
川
高
女
の
前
身
）
開
校

京
都
市
三
大
事
業
起
工

（市
電
の
敷
設

・
市
街
づ
く
り

・
水
道
工
事
）

11 4  4  10

6  312 710 4

小
学
校
令
改
正

シ
ベ
リ
ャ
鉄
道
開
通

１
　
日
英
同
盟
締
結

小
学
校
国
定
教
科
書
と
な
る

ラ
イ
ト
兄
弟
の
飛
行
機

日
露
戦
争
起
こ
る

タ
バ
コ
専
売
実
施

第

一
期
国
定
教
科
書
使
用
開
始

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
調
印

日
本
海
々
戦

鉄
道
国
有
法
公
布

小
学
校
令
改
正

六
カ
年
義
務
教
育
制
度

5 9   ・  7 2     ・  4
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一‐
一‐川
」Ｆ
明
４２

一
九

一
一

明
４４

一
九

一
二
明
４５
大
元

一
九

一
三
大
２

一
九

一
四
大
３

一
九

一
五
大
４

一
九

一
六
大
５

一
九

一
七
大
６

|

九
明 一
43 o

―
|

|

１
　
本
学
年
よ
り
六
学
級
編
制
と
な
り
第
六
学
年
教

室
は
教
員
室
を
用
い
教
員
室
を
役
場
内
に
設
け
る

・４
　
職
員
会
を
定
期
と
す
る

２２
　
第

一
回
学
芸
会
及
保
護
者
会
開
か
る

１０
　
校
地
拡
張
―

一
畝
二
十
六
歩
増
加

・４
　
二
練
四
教
室
増
築
完
成

・４
　
学
校
校
章
制
定

・４
　
湯
呑
場
新
設

・２
　
校
旗
で
き
る

２２
　
私
立
女
子
家
庭
学
校
を
村
立
と
す
る

（後
に
女
子
実
務
女
学
校
）

１
　
各
部
落
通
学
組
を
編
成
実
施
す

・４
　
日
課
表
を
改
定
し
授
業
時
間
の
短
縮
を
実
施
す

る

２

・
２５
　
玄
関
前
庭
作
工
事
完
了

６

・
１５
　
尋
常
第

一
学
年
を
二
学
級
に

７

・
２９
　
校
地
拡
張
―

一
段
五
畝
十
八
歩
増
加

（
一
五
四
四
平
方
メ
ー
ト
ル
）

４

・
６
　
校
地
拡
張
―
百
三
十
七
坪
二

９

・
１０
　
校
訓
と
し
て

「
規
律
」

「
公
徳
」
を
定
め
る

１０

．
２８
　
御
大
典
記
念
学
級
園
竣
工
す
る

１

・
９
　
樟
樹

一
本
を
玄
関
前
に
杉
樹
十
四
本
を
校
庭
に

移
植
す
る

■

・
１０
　
御
大
典
記
念
児
童
文
庫
開
始

７

・
５
　
一
教
室
増
築
竣
工

４
　
絵
画
専
門
学
校

（美
大
）
開
校

・

梅
小
路
信
号
所
開
設

・

嵐
山
電
車

・
京
阪
電
車
開
通

７
　
工只
都
中
央
電
話
局
開
局

２
　
京
都
病
院
開
院

１０
　
京
阪
電
鉄
三
条
ま
で
開
通

９
　
市
内
に
コ
レ
ラ
発
生

６
　
岡
崎
公
会
堂
完
成

第
二
疎
水
完
成

・
蹴
上
浄
水
場
給
水
開
始

・
市
電
営

業
開
始

京
津
電
車
開
通

七
条
大
橋
竣
工

梅
小
路
駅
が
で
き
る

京
都
駅
改
築

・
移
転

3   6  7  4  10 6  1   67  5

「

８
　
日
韓
併
合
条
約
調
印

・

大
逆
事
件

・

関
税
自
主
権
の
回
復
―
条
約
改
正
の
達
成

日
本
で
初
め
て
ス
キ
ー
行
な
わ
れ
る

７
　
明
治
天
皇
崩
御

１０
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
初
参
加

（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）

・

第

一
次
護
憲
運
動

・

御
木
本
幸
吉
、
真
珠
質
被
着
法
成
功

第

一
次
世
界
大
戦
起
こ
る

パ
ナ
マ
運
河
開
通

京
阪
電
鉄
三
条
ま
で
開
通

大
正
天
皇
即
位
式
挙
行

ロ
シ
ア
革
命
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九
大 一
7 ノヽ

一
九

一
九
大
８

一
九
二
〇
大
９

一
九
二

一

大
１０

一
九
二
二
大
１１

一
九
二
三
大
１２

九
二
四
人
１３

一
九
二
五
大
１４

一
九
二
六
大
１５
昭
元

一
九
二
七
昭
２

奉安殿埃工青年団記念写真 (昭和 3年 11月 )

12 9    11 5     ,  11

7

リ

12 4

9  12 4  3  12 12 4 ・  5 ・ 11 8

京
都
市
域
拡
大

（十
五
町
村
市
に
編
入
）

市
連
合
青
年
団
組
織
　
　
　
　
　
ヽ

７
　
上

・
下
消
防
署
設
置

第

一
回
国
勢
調
査

府
の
人
口
　
一
、
二
九
七
、　
一
四
七
人

市
の
人
口
　
　
　
七
二
六
、
四
二
九
人

府
立
植
物
園
開
園

新
京
極
通
路
舗
装
工
事

（市
内
最
初
）

京
都
で
最
初
の
メ
ー
デ
ー
行
な
わ
れ
る

恩
賜
京
都
博
物
館
開
館

叡
山
電
鉄
　
出
町
―
八
瀬
間
開
通

比
叡
山
ケ
ー
ブ
ル
開
通

北
丹
後
地
方
に
大
地
震

松
ケ
崎
浄
水
場
給
水
開
始

円
山
音
楽
堂
完
成

中
央
卸
売
市
場
開
場

米
騒
動
起
こ
る

第

一
次
世
界
大
戦
終
戦

原
敬
の
政
党
内
閣

ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
調
印

日
本
最
初
の
メ
ー
デ
ー

国
際
連
盟
成
立

戦
後
の
恐
慌

メ
ー
ト
ル
法
採
用

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議

日
英
同
盟
廃
棄

仝
国
水
平
社
成
立

七
条
職
業
紹
介
所
開
設

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
成
立

関
東
大
震
災

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

普
通
選
挙
法
公
布

ラ
ジ
オ
放
送
開
始

治
安
維
持
法

小
学
校
令
改
正

（高
等
小
学
校
実
業
科
の

充
実
）

大
正
天
皇
崩
御

リ
ン
ド
バ
ー
ク
大
西
洋
横
断

東
京
上
野

・
浅
草
間
に
地
下
鉄
開
通

12 11 6  3

12 5  12 6   ・  7 5

―- 47 -―



一―
―
―
―
―
―
―
―

|
一
九
二
八
昭
３

一
九
二
九
昭
４

一
九
二
〇
昭
５

一
九
二
七
昭
１２

一
九
二

一

昭
６

一
九
三
二
昭
７

一
九
二
三
昭
８

一
九
二
四
昭
９

一
九
二
五
昭
１０

一
九
二
六
昭
１１

5 4

|

]:1111123 17

青
年
団
記
念
事
業
御
真
影
奉
安
殿
竣
工

特
別
室
の
移
転

普
通
教
室
の
移
転

二
代
目
校
旗
寄
贈
さ
る

特
別
教
室
四
、
普
通
教
室
十
増
築
竣
工

新
校
舎
新
本
館
落
成
式

１
　
運
動
場
約
百
坪
新
設

運
動
場
総
面
積
百
三
十
万
七
千
三
百
六
十
五
坪

と
な
る

１
　
京
都
市
下
京
区
に
偏
入

京
都
市
吉
祥
院
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

夏
服
夏
帽
制
定

２．
　
室
戸
台
風
に
よ
り
北
旧
校
舎
倒
壊

２９
　
学
区
内
大
洪
水
に
て
校
舎
床
下
浸
水

風
害
復
旧
校
舎
竣
Ｉ

風
害
復
旧
校
合
落
成
式
挙
行

|

――――――――――――――
 |

5315  411 5 4 46  4  10

新
京
阪

（阪
急
）
電
車
西
院
ま
で
開
通

市
バ
ス
営
業
開
始

上
京

・
下
京

・
中
京

・
左
京

・
東
山
の
五
区
と
な
る

普
通
選
挙
に
よ
る
最
初
の
市
会
議
員
選
挙

伏
見
市
他
二
十
六
町
村
編
入
、
右
京

・
伏
見
の
二
区

増西
京
極
運
動
場
完
成

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
運
転
開
始

（
四
条
大
宮
え
西
大
路
間
）

京
阪

・
京
津
国
道
竣
工

美
術
館
開
館

大
水
害

（
五
条
大
橋
そ
の
他
流
失
）

雨
量
三
百
六
十
九
、
九
ミ
リ

船
岡
山
公
園
完
成

鴨
川
改
修
工
事
開
始

横
大
路
塵
芥
焼
却
場
完
成

（現
南
清
掃
工
場
）

|

|

|
|

|

|

|_

|
6  3   5  3  1 ・  7     11 4 2

初
の
衆
議
院
議
員
普
通
選
挙

算
術
教
科
書
に
メ
ー
ト
ル
法
採
用

天
皇
即
位
式
挙
行

日
本
航
空
輸
送
会
社
旅
客
の
輸
送
開
始

世
界
経
済
大
恐
慌

９
　
満
州
事
変
起
こ
ろ

上
海
事
変
起
こ
る

満
州
国
成
立

五

・
一
五
事
件

国
際
連
盟
脱
退

丹
那
ト
ン
ネ
ル
開
通

９
　
室
戸
台
風

４
　
全
国
学
校
放
送
開
始

二

・
二
六
事
件

ベ
ル
リ
ン
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

日
華
事
変
起
こ
る

日
独
伊
防
共
協
定
調
印

11 7 8  2
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一
九
二
八
昭
１３

一
九
二
九
昭
１４

一
九
四
〇
昭
１５

一
九
四

一

昭
１６

一
九
四
二
昭
１７

一
九
四
三
昭
１８

一
九
四
四
昭
１９

一
九
四
五
昭
２０

一
九
四
六
昭
２．

十
教
室
増
築
竣
工

４
　
京
都
市
吉
祥
院
国
民
学
校
と
改
称
、
教
科
書
変
わ
る

３

・
３．
　
学
区
制
廃
上
、
公
同
組
合
解
消
、
町
内
会
、
隣

組
設
置

４

・
１
１
１０

・
１
　
集
団
疎
開
、
船
井
郡
竹
野
村

大
通
寺
、
児
童
数

一
二
〇
、
教
員
五
名

寮
母
四
名
、
作
業
員
四
名

４

・
１
　
保
護
者
会
創
立

１１

・
３
　
校
歌
制
定

９
　
市
内
最
初
の
保
健
所
開
設

（
二
条
保
健
所
）

二
条
城
と
改
称

町
内
会
隣
組
が
設
置

巨
椋
池
千
拓
工
事
終
了

市
営
電
気
事
業
を
関
西
配
電
株
式
会
社
に
引
継
ぐ

「
京
都
新
聞
」
創
刊

学
徒
体
育
競
技

一
切
禁
止

３
　
国
家
総
動
員
法
成
立

関
門
ト
ン
ネ
ル
開
通

米
穀
配
給
統
制
法
公
布

国
民
徴
用
令
公
布

第
二
次
世
界
大
戦
起
こ
る

生
活
必
需
品
切
符
制
採
用

日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟

大
政
翼
賛
会
発
足

皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
式
典

国
民
学
校
令
公
布

学
区
制
学
校
連
合
廃
止

太
平
洋
戦
争
起
こ
る

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領

米
機
東
京
初
空
襲

ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
玉
砕

イ
タ
リ
ア
降
伏

教
育
に
関
す
る
戦
時
非
常
措
置
方
策
を
閣

議
決
定

徴
兵
年
令
を

一
年
引
下
げ
学
徒
兵
入
営

学
徒
動
員
令
施
行

Ｂ
二
十
九
初
空
襲

広
島

。
長
崎
に
原
爆
投
下

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
話
、
終
戦

国
際
連
合
発
足

総
司
令
国
家
神
道
禁
止

労
働
組
合
法
公
布

ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
来
朝

農
地
改
革
実
施

日
本
国
憲
法
公
布

11 3

二 鳥
条 羽
離 下
宮 水
市 処
に 理
移 場
管 完
・ 成

11 4  1 9   4  4

11 11 3  12 12 .  8  8   12 8  12    10 9  5   4  2  12 3  3  ]1 10  ・  4   9  7

9  5

学
童
集
団
疎
開
実
施
要
項
発
表

市
内
の
第

一
次
建
物
疎
開

戦
時
教
育
令
公
布

米
第
六
軍
団
大
建
ビ
ル
他
接
収

京
都
市
教
員
会
結
成

京
都
市
小
学
校
長
会
結
成

京
都
市
教
員
組
合
結
成
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一
　

　

・

‐
・

・

・
■

　

一

―

|

|

一
九
四
七
昭
２２

一
九
四
八
昭
２３

一
九
四
九
昭
２４

一
九
五
〇
昭
２５

一
九
五

一

昭
２６

一
九
五
二
昭
２７

一
九
五
三
昭
２８

一
九
五
四
昭
２９

3 765444

１
　
京
都
市
立
吉
祥
院
小
学
校
に
改
称

１
　
学
制
改
革
六

・
三
制
実
施

１
　
校
章
改
定

５
　
吉
祥
院
中
学
校
併
置

２５
　
保
護
者
会
発
展
的
解
消

・５
　
育
友
会
結
成
発
会
式

親
子
ラ
ジ
オ
設
備
完
成

吉
祥
院
中
学
校
廃
止

２６
　
本
校
図
書
館
開
設

ジ
ェ
ー
ン
台
風
来
襲
被
害
甚
大

創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
挙
行
　
　
　
′

記
念
事
業
と
し
て
、
運
動
場
舗
装

・
給
食
室

・

屋
外
教
室
の
完
成
舗
装
を
行
な
う

元
下
京
区
役
所
出
張
所
の
建
物
を
十
月
二
十
二

日
付
に
て
吉
祥
院
校
に
移
管
さ
れ
る

1211885 7  4     3 10  10 7  7 4  11 8  4  3 5  4

8  2 11 8 6  5  11 5  1 4 1

第

一
回
市
長
選
挙

新
制
中
学
校
全
市

一
斉
に
開
校

市
警

・
市
消
防
の
組
織
発
足

新
制
高
等
学
校
発
足

教
員
の
日
宿
直
廃
止
　
管
理
入
制
度
実
施

教
育
委
員
会
発
足

雲
ケ
畑
他
七
村
京
都
市
編
入

金
閣
寺
焼
失

京
都
駅
全
焼

京
都
市
国
際
文
化
観
光
都
市
と
な
る

京
都
市
の
人
口
約
百
十
万
人

宇
治
市
誕
生

音
楽
短
期
大
学
開
校

京
都
駅
再
建

葵
祭
行
列
復
活

市
制
協
力
委
員
制
度
発
足

井
手
町
大
正
池
決
壊

第

一
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
至
父
歓
会

旭
ケ
丘
中
学
校
問
題
起
こ
る

日
本
国
憲
法
施
行

地
方
自
治
法

・
労
働
基
準
法

・
教
育
基
本

法

・
学
校
教
育
法
等
公
布

六
三
制
義
務
教
育
実
施

ビ
ル
マ
独
工立

Ｇ
Ｈ
Ｑ
祝
日
の
国
旗
掲
揚
許
可

法
隆
寺
金
堂
炎
上

初
の
子
ど
も
の
日

・
年
令
を
満
年
令
に
定

め
る
湯
川
秀
樹
氏
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

文
化
財
保
護
法
公
布

朝
鮮
動
乱
起
こ
る

９
　
対
日
平
和
条
約
及
び
日
米
安
仝
保
障
条
約

調
印

義
務
教
育
国
庫
負
担
法
公
布

米
水
爆
実
験
成
功

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
放
送
開
始

学
校
図
書
館
法
公
布

学
校
給
食
法
公
布

自
衛
隊
発
足

7  6
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一
九
五
五
昭
３０

一
九
五
六
昭
３．

一
九
五
七
昭
３２

一
九
五
八
昭
３３

一
九
五
九
昭
３４

一
九
六
〇
昭
３５

一
九
六

一

昭
３６

一
九
六
二
昭
３７

一
九
六
三
昭
３８

・‐

・ 7  7  12 10 6 11 10 9  9  3  12 11 ・  5  12    10 4  3   9  8  5

・７
　
給
食
調
理
室
拡
張
模
様
替

放
送
室

・
校
長
室

・
音
楽
室
模
様
替

・９
　
新
校
舎
起
工
式
挙
行

・８
　
鉄
筋
三
階
建
校
舎
竣
工

・６
　
玄
関
正
面
の
築
山
造
園
完
了

・２
　
新
校
舎
並
附
帯
工
事
落
成
式
挙
行

（玄
関
渡
り

廊
下
等
）

育
友
会
コ
ー
ラ
ス
結
成

・８
　
十
条
団
地
の
児
童
受
入
れ

体
育
器
具
倉
庫
新
設

健
康
教
育
対
策
研
究
校

（市
教
委
）
テ
ー
マ

「
環
境
の
整
備
」

本
年
度
京
都
府
特
選
健
康
優
良
校
と
し
て
表
彰

校
地
拡
張
―
五
十
四
坪
余
増
加

一家
雨
の
た
め
区
民
本
校
に
避
難

水
道
管
取
替
及
給
食
室
水
道
新
設

台
風
十
五
号
に
よ
り
本
校
被
害

運
動
場
改
修
完
了

５
　
講
堂
拡
張
工
事

プ
ー
ル
着
工

創
立
九
十
周
年
記
念
式
挙
行

新
設
プ
ー
ル
竣
工

プ
ー
ル
開
き

「
善
意
の
橋
」
完
成
、
陸
橋
の
第

一
号

北
区

・
南
区
を
新
設

金
閣
寺
再
建

京
都
市
民
憲
章
告
示

京
都
市
交
響
楽
団
発
足

淀
町
他
を
編
入

流
感
猛
威

植
物
園
米
軍
よ
り
返
還

比
叡
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
開
通

京
都

・
パ
リ
友
情
盟
約
締
結

呉
竹
養
護
学
校
発
足

三
条
大
橋
竣
工

ボ
ス
ト
ン
市
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
結
ぶ

久
世

・
大
原
野
両
村
を
編
入

京
都
会
館
完
成

市
紋
章
き
ま
る

府
立
植
物
園
再
開

市
電
北
野
線
廃
止

市
電
急
行
運
転
開
始

西
陣
青
少
年
ホ
ー
ム
開
所

京
都
市
立
体
育
館
建
設

阪
急
地
下
鉄
延
長
開
通

祇
園
祭
に
全
山
鉾

・
二
十
九
基
が
巡
行

5  511 6  3     10 6  4  12 5  4

26 1  22 17 21

7  7  6 7  4

11 26 18 13  26 15

・２
　
佐
久
間
ダ
ム
完
成

９
　
文
部
省
小

・
中

・
高
校
生
に
初
の
学
力
調

査
実
施

１０
　
新
教
育
委
員
会
発
足

（任
命
制
）

・

国
際
連
合
に
加
盟

１０
　
ソ
連
世
界
初
の
人
口
衛
星
打
上
げ
成
功

4 3

道
徳
教
育
実
施
要
綱
発
表

学
校
保
健
法
成
立

皇
太
子
御
成
婚

伊
勢
湾
台
風

日
本
学
校
安
全
法
公
布

５
　
安
保
反
対
斗
争

国
民
健
康
保
健
実
施

北
陸
ト
ン
ネ
ル
貫
通

小
学
校
抽
出
学
力
調
査
実
施

教
科
書
無
償
法
公
布

全
国

一
斉
学
力
調
査
実
施

１１
　
ケ
ネ
デ
ィ
ー
大
統
領
暗
殺

7 3  9 7 4 12 9  4



た
の
は
此
れ
が
始
め
て
で
あ
り
ま
す
。

府
ヂ

（
松
井
氏
）
師
団
長
を
始
め
各
学

一
九
六
四
昭
３９

一
九
六
五
昭
４０

一　
名ハ
一ハ
エハ

昭
４．

一
九
六
七
昭
４２

一
九
六
八
昭
４３

一
九
六
九
昭
４４

一
九
七
〇
昭
４５

一
九
七

一

昭
４６

一
九
七
二
昭
４７

9  1  12 3  5 12 4  11 9 2

15 11

２

・

２５

３

・

２０

７

・

１０

南
校
舎
改
築
工
事
着
工

改
築
新
校
舎
鉄
筋
三
階
建
六
教
室
竣
工

育
友
会
体
育
部
結
成

１
　
南
支
部
研
究
セ
ン
タ
ー
校

（市
教
委
）
２
ケ
年

（
昭
４２

・
３

・
３．
ま
で
）

ｏ
教
科
　
国
語

ｏ
テ
ー
マ
「
確
か
な
読
解
力
を
め
ざ
し
て
」

２
　
校
舎
改
築
工
事
着
工

２２
　
改
築
新
校
舎
鉄
筋
三
階
建
六
教
室
竣
工

・９
　
集
団
赤
痢
発
生

１
　
保
健
体
育
研
究
指
定
校

（市
教
委
）
２
ヶ
年

（
昭
４４

・
３

・
３．
ま
で
）

ｏ
テ
ー
マ
「
確
か
な
安
全
を
身
に
つ
け
る
為
」

ｎ
　
第
二
期
改
築
新
校
舎
鉄
筋
三
階
建
六
教
室
竣
工

２７
　
第
四
期
校
舎
改
築
工
事
起
工

旧
西
国
街
道
西
大
路
通
陸
橋
完
成

２６
　
第
四
期
増
築
新
校
舎
鉄
筋
三
階
建
六
教
室
竣
工

四
代
目
校
旗
出
来
る

３
　
百
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
結
成

・９
　
四
十
五
年
度
学
校
安
仝
努
力
校
表
彰
さ
る

２２
　
校
舎
増
築
工
事
起
工

市
教
委
同
和
教
育
方
針
決
定

宝
ケ
池
子
供
の
楽
園
を
建
設

子
ど
も
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
運
動
提
唱

安
全
教
育
指
導
書
作
成
配
布

Ｐ
Ｔ
Ａ
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
発
足

５
　
国
立
京
都
国
際
会
館
完
成

京

都
市
科
学

セ

ン
タ
ー
完
成

京

都

ト

ロ
リ

ー
バ

ス

（
松

尾
橋

―
四
条

大
宮

）

３
　
市
電
伏
見
線
廃
止

府
立
体
育
館
完
成

・

城
陽
市
誕
生

１
　
市
電
大
宮

・
四
条

・
千
本
線
廃
止

名
神
高
速
道
路
完
成

日
韓
条
約
を
結
ぶ

朝
永
振

一
郎
氏
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

６
　
全
国
学
力
調
査

３
　
万
国
博
建
設
開
始

６
　
沖
縄
返
還
協
定
調
印

７
　
米
第
二
回
月
面
着
陸
成
功

８
　
円
変
動
相
場
制
に
移
行

・２
　
円
切
り
上
げ
実
施

１
１
２
　
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会

５
　
沖
縄
返
還
　
田
中
内
閣
成
立

８
　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

小
笠
原
諸
島
復
帰

川
端
康
成
氏
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

東
名
高
速
道
路
全
線
開
通

ア
ポ
ロ
十

一
号
月
面
着
陸
初
め
て
人
間
が

月
面
を
踏
む

北
ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー
チ

・
ミ
ン
大
統
領
死
亡

・５
　
万
国
博
覧
会
開
催

百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
総
会

第
五
期
増
築
新
校
舎
鉄
筋
三
階
建
三
教
室
竣
工

百
周
年
記
念
誌
委
員
会
発
足

5  4  4      6  1

|

12  ・  6     10 10

10 4

廃

止

3   9 7 5 ・  6

東
海
道
新
幹
線
開
業

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会

―
―
ヨ
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